
勤務時間の状況

休暇などの概要
　休暇などの種類は、年次休暇、病気休暇、公民
権の行使、生理休暇、結婚休暇、産前産後の休暇、
出産介護休暇、育児時間休暇、子どもの看護休暇、
忌引、父母の祭日休暇、ドナー休暇、夏季休暇、
長期勤続休暇、ボランティア休暇、介護休暇など

※平成 29年度実施分

　平成 20年度から人事考課制度を導入し、28年
度からは人事評価制度を導入しています。

評価の種類 基準日 対象期間

能力評価 毎年９月１日 10月１日から翌年の８月31日まで

業績評価 毎年 10月１日・
����������４月１日

４月１日から９月30日までおよび
10月１日から翌年３月31日まで

勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員は、給与、勤務時間そのほかの勤務条件に
関し、市当局より適当な措置がとられるべきこと
を公平委員会に要求することができます。
　※平成 29年度は要求がありませんでした

不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員は懲戒そのほか、意に反する不利益な処分
に関して、公平委員会に不服の申し立てをするこ
とができます。
　※平成 29年度は要求がありませんでした

服務規律の概要
　服務の根本基準は「全て職員は、全体の奉仕者と
して公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂
行に当たっては全力を挙げてこれに専念しなけれ
ばならない」というものです。

分限・懲戒制度の概要
　分限処分とは、職員が職責を果たすことができ
ないことにより行う処分。懲戒処分とは、服務違
反や不正行為により行う処分です。
　分限の種類＝免職・休職・降任・降給
　懲戒の種類＝戒告・減給・停職・免職
　※平成 29年度は休職２件

安全衛生に関する事項
　衛生管理者、衛生推進者、産業医を選任。また
衛生委員会を設置し、職員の危険または健康障害
の防止、労働災害の原因調査や防止策などに努め
ています。

公務災害の認定状況
　職員が、公務中に負傷した場合や公務が原因で
病気になった場合は、一般的に公務災害として取
り扱われ「地方公務員災害補償法」が適用されます。
　※平成 29年度は 1件の認定がありました

1週間の勤務時間 38時間45分
1 日の勤務時間 7時間45分
勤務の開始時間 午前8時30分
勤務の終了時間 午後5時15分
休 憩 時 間 正午～午後1時

区　分 受講者数 受講日数 内　容

一般研修 116 人 18 日 新任・中級職員、監督者、管理者
などの研修

特別研修 362 人 10 日 人権講演会、情報・健康などの研修

派遣研修 84 人 98 日 人権啓発指導者、地域政策、住民
行政、地方公務員制度などの研修

退職年度 届出対象者数 営利企業等への従事者数
（届出対象者のうち）

平成 28年度 13人 10人
平成 29年度 13人 11人

項目 金額等 備考

A��共済会に対する助成額 3,090 千円

B��会員による掛金の額 6,535 千円 平成29年 4月1日~
平成 30年３月31日

C��公費負担率A/(A+B) 32.1%

D��共済会員数 611 人 平成29年 4月 1日現在

E��会員一人あたりの補助金額A/D 5,057 円
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８広報ふじおか　平成30年11月１日号９ 広報ふじおか　平成30年11月１日号

人事行政の運営等の公表

職員の服務および分限・懲戒処分の状況職員の勤務時間その他の勤務条件および休業の状況

職員の福祉および利益の保護の状況職員の研修および人事評価の状況

公平委員会の業務の状況

退職管理の状況

藤岡市職員共済会に対する助成等の状況長屋門完成記念
コンサート

　長屋門の保存修復工事の完
了を記念して鯉沼廣行さん・
金子由美子さんによるしの笛
のコンサートを開催します。
日時　11月23日㈷午後２時
30分開場、午後３時開演
会場　高山社情報館
　※雨天の場合、諏訪神社参集殿
定員　200人（先着順）
入場料　2,000 円
チケット販売　市役所市民相
談室、藤岡公民館、高山社情
報館、藤岡歴史館
問い合わせ　高山社顕彰会
事務局（文化財保護課内☎㉓
5997）


